
〒466-8673 名古屋市昭和区山里町１８

入試課入試運営係
Phone（052）832-3119（直通）　Email ml-grad@nanzan-u.ac.jp

国際地域文化研究科事務室
Phone（052）832-4327（直通）

https://www.nanzan-u.ac.jp/grad/
入試に関する問い合わせ先

履修内容等に関する問い合わせ先

● 地下鉄名城線「八事日赤」駅より徒歩約8分
● 地下鉄鶴舞線「いりなか」駅1番出口より徒歩約15分
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入学者選抜
入学時期を春と秋から選択することが可能です。
4 月だけでなく9月に入学を希望する方にも対応します。ご自身のスケジュールによって、より柔軟な研究計画を立てることができま
す。専攻や課程により対応する入試種別や入試日程が異なる場合がありますので、詳細については入試要項で確認してください。

【博士前期課程】募集人員　20名
試験（審査） 選 考 方 法 実施時期

（詳細は、Webページ（https://www.nanzan-u.ac.jp/grad/）をご覧いただくか、入試課まで入試要項をご請求ください。）

【博士後期課程】募集人員　3名
試験（審査） 選 考 方 法 実施時期

南山大学大学院
国際地域文化研究科
国際地域文化専攻（博士前期課程・博士後期課程）

2025

2024年4月発行

南山大学大学院博士後期課程奨学支援制度
　博士後期課程に在学する学生を対象に、授業料等を減免し、博士の学位取得を支援することを目的とした「南山大学
大学院博士後期課程奨学支援制度」があります。資格審査その他の詳細は、入試要項をご確認ください。

＜制度の概要＞
支援内容

支援期間

授業料および施設設備費の半額を減免する

1年間　＊ただし、同様の手続きを行うことにより、翌年も引き続き支援を受けることが可能（年度毎に審査有）

社会人入学審査

推薦入学審査

国内在住外国人入学審査

国外在住者入学審査

別科留学生推薦入学審査

書類審査・口述試問

口述試問

書類審査・小論文・口述試問

書類審査

書類審査

同　上

同　上

同　上

年 4回

年 2回

社会人入学審査

国内在住外国人入学審査

国外在住者入学審査

別科留学生推薦入学審査

書類審査・口述試問

書類審査・口述試問

書類審査

書類審査

同　上

同　上

年 4回

年 2回
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国際地域文化研究科

アメリカ研究領域

■ 博士前期課程 ■

専門科目（アメリカ研究領域）
◇アメリカ文化研究
◇アメリカ思想・宗教研究
◇英語圏文学研究
◇アメリカ歴史社会研究
◇論文作成法Ⅰ・Ⅱ（アメリカ）

◇アメリカ民族集団・人種関係研究
◇アメリカ政治社会研究
◇アメリカ外交研究
◇アメリカ経済研究

◇日米関係研究
◇日米比較社会研究
◇アメリカ特殊研究
◇英語表現研究Ⅰ・Ⅱ

　今日の国際状況において、人間の行動様式の総体を規定する条件としての文化が、政治

や経済と共に、国際社会や諸地域における重要な要素となっていることに注目し、「文化と

社会の多元性の認識に基づき、民族集団や人種間の協調を図り、国民国家を越えた文化的・

社会的共生を実現すること」を目指します。

博士前期課程

　「アメリカ研究領域」「スペイン・ラテンアメリカ研究領域」「アジア・日本研究領域」の３つの

研究領域によって構成され、アメリカ研究センター、ラテンアメリカ研究センター、そしてアジア・

太平洋研究センターとも密接に連携しながら、各研究領域における特定地域研究を基礎とし

た、学際的かつ多元的な教育・研究を展開します。

博士後期課程

　博士前期課程における３研究領域を発展的に統合し、「アメリカ」「スペイン・ラテンアメリカ」

「アジア」「日本」の間の相互交流を中心に据えた学際的・領域横断的な国際地域文化研究

を行い、グローバル化と地域文化尊重が同時進行する現代社会における様々な状況を読み

解く高度な分析力の獲得を目指します。

　アメリカ合衆国が多様な民族・人種、文化、宗教を抱えながら、
多人種平等社会モデルを提示し、絶えず新たな社会モデルを模索・
実験してきた国であることに特に注目し、文化、思想と宗教、歴史と
社会、政治と経済、および国際関係を軸にアメリカへの理解を深め
るカリキュラムを提供します。

●歴史学および政治学的な分析方法のもとに多民族・多人種で
構成されるアメリカ社会の多元的かつ複合的な性格を解明する研
究を展開
●国際経済や国際関係においてアメリカが果たしてきた役割を考察
するとともに、日本との関係を両国の外交関係、日米交流および日米社会比較の視点から分析
●本学における英米文学研究の蓄積を踏まえ、特にアメリカの文化的・社会的背景（エスニシティとジェンダーを中心に）を念頭に
置いたアメリカ文学研究を進める

※各講義概要についてはWebページにてご確認ください。https://porta.nanzan-u.ac.jp/syllabus/

スペイン・ラテンアメリカ研究領域

専門科目（スペイン・ラテンアメリカ研究領域）
◇スペイン文化研究
◇スペイン思想研究
◇スペイン文学研究
◇スペイン社会・政治研究
◇スペイン語圏言語研究

◇ラテンアメリカ文化研究
◇ラテンアメリカ社会研究
◇ラテンアメリカ政治研究
◇スペイン語表現研究Ⅰ・Ⅱ
◇論文作成法Ⅰ・Ⅱ（スペイン・ラテンアメリカ）

◇ラテンアメリカ経済研究
◇スペイン・ラテンアメリカ特殊研究
◇ブラジル社会・経済研究

　スペイン語圏は、大西洋をはさんでその両岸に位置し、さらに太平洋にまで
至る広大なエリアにまたがっており、スペイン語という言語を軸に、文化、文学、
思想、歴史、社会、政治、経済、国際関係など、あらゆる面で深い関わりを
持ち、相互に影響し合っています。こうした事情を踏まえ、スペイン・ラテン
アメリカ研究領域では、スペインおよびラテンアメリカ双方に関連する科目を
そろえ、スペイン語圏への総合的な理解を深めるカリキュラムを提供していま
す。さらに、ラテンアメリカについては、日本と関わりの深い非スペイン語圏の
大国であるブラジルへのアプローチをも射程に入れながら、本研究領域が
対象とするエリアの多様性や共通性、多元性の特質を把握します。

●グローバル化に伴うスペイン語圏の文化変容の問題ならびに社会的・経済的格差、民主化等に由来する構造的・制度的な
問題にも着目する
●共通する言語が使用されるスペインおよびラテンアメリカの相互関係、歴史の潮流を踏まえ、この地域における文化的・社会的変
革のうねりとその他地域への波及に注目し、その意味を考察する
●本学が位置する中部地区における、ブラジルやペルーをはじめとするラテンアメリカ出身の日系人の日本社会への適応をめぐる諸
問題を通し、共生社会のあり方についても検討する

※各講義概要についてはWebページにてご確認ください。https://porta.nanzan-u.ac.jp/syllabus/

国際地域文化研究科 アメリカ合衆国最高裁判所の前での抗議集会

メキシコシティのソカロ広場
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国際地域文化研究科

アメリカ研究領域

■ 博士前期課程 ■

専門科目（アメリカ研究領域）
◇アメリカ文化研究
◇アメリカ思想・宗教研究
◇英語圏文学研究
◇アメリカ歴史社会研究
◇論文作成法Ⅰ・Ⅱ（アメリカ）

◇アメリカ民族集団・人種関係研究
◇アメリカ政治社会研究
◇アメリカ外交研究
◇アメリカ経済研究

◇日米関係研究
◇日米比較社会研究
◇アメリカ特殊研究
◇英語表現研究Ⅰ・Ⅱ

　今日の国際状況において、人間の行動様式の総体を規定する条件としての文化が、政治

や経済と共に、国際社会や諸地域における重要な要素となっていることに注目し、「文化と

社会の多元性の認識に基づき、民族集団や人種間の協調を図り、国民国家を越えた文化的・

社会的共生を実現すること」を目指します。

博士前期課程

　「アメリカ研究領域」「スペイン・ラテンアメリカ研究領域」「アジア・日本研究領域」の３つの

研究領域によって構成され、アメリカ研究センター、ラテンアメリカ研究センター、そしてアジア・

太平洋研究センターとも密接に連携しながら、各研究領域における特定地域研究を基礎とし

た、学際的かつ多元的な教育・研究を展開します。

博士後期課程

　博士前期課程における３研究領域を発展的に統合し、「アメリカ」「スペイン・ラテンアメリカ」

「アジア」「日本」の間の相互交流を中心に据えた学際的・領域横断的な国際地域文化研究

を行い、グローバル化と地域文化尊重が同時進行する現代社会における様々な状況を読み

解く高度な分析力の獲得を目指します。

　アメリカ合衆国が多様な民族・人種、文化、宗教を抱えながら、
多人種平等社会モデルを提示し、絶えず新たな社会モデルを模索・
実験してきた国であることに特に注目し、文化、思想と宗教、歴史と
社会、政治と経済、および国際関係を軸にアメリカへの理解を深め
るカリキュラムを提供します。

●歴史学および政治学的な分析方法のもとに多民族・多人種で
構成されるアメリカ社会の多元的かつ複合的な性格を解明する研
究を展開
●国際経済や国際関係においてアメリカが果たしてきた役割を考察
するとともに、日本との関係を両国の外交関係、日米交流および日米社会比較の視点から分析
●本学における英米文学研究の蓄積を踏まえ、特にアメリカの文化的・社会的背景（エスニシティとジェンダーを中心に）を念頭に
置いたアメリカ文学研究を進める

※各講義概要についてはWebページにてご確認ください。https://porta.nanzan-u.ac.jp/syllabus/

スペイン・ラテンアメリカ研究領域

専門科目（スペイン・ラテンアメリカ研究領域）
◇スペイン文化研究
◇スペイン思想研究
◇スペイン文学研究
◇スペイン社会・政治研究
◇スペイン語圏言語研究

◇ラテンアメリカ文化研究
◇ラテンアメリカ社会研究
◇ラテンアメリカ政治研究
◇スペイン語表現研究Ⅰ・Ⅱ
◇論文作成法Ⅰ・Ⅱ（スペイン・ラテンアメリカ）

◇ラテンアメリカ経済研究
◇スペイン・ラテンアメリカ特殊研究
◇ブラジル社会・経済研究

　スペイン語圏は、大西洋をはさんでその両岸に位置し、さらに太平洋にまで
至る広大なエリアにまたがっており、スペイン語という言語を軸に、文化、文学、
思想、歴史、社会、政治、経済、国際関係など、あらゆる面で深い関わりを
持ち、相互に影響し合っています。こうした事情を踏まえ、スペイン・ラテン
アメリカ研究領域では、スペインおよびラテンアメリカ双方に関連する科目を
そろえ、スペイン語圏への総合的な理解を深めるカリキュラムを提供していま
す。さらに、ラテンアメリカについては、日本と関わりの深い非スペイン語圏の
大国であるブラジルへのアプローチをも射程に入れながら、本研究領域が
対象とするエリアの多様性や共通性、多元性の特質を把握します。

●グローバル化に伴うスペイン語圏の文化変容の問題ならびに社会的・経済的格差、民主化等に由来する構造的・制度的な
問題にも着目する
●共通する言語が使用されるスペインおよびラテンアメリカの相互関係、歴史の潮流を踏まえ、この地域における文化的・社会的変
革のうねりとその他地域への波及に注目し、その意味を考察する
●本学が位置する中部地区における、ブラジルやペルーをはじめとするラテンアメリカ出身の日系人の日本社会への適応をめぐる諸
問題を通し、共生社会のあり方についても検討する

※各講義概要についてはWebページにてご確認ください。https://porta.nanzan-u.ac.jp/syllabus/

国際地域文化研究科 アメリカ合衆国最高裁判所の前での抗議集会

メキシコシティのソカロ広場
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国際地域文化研究科

アジア・日本研究領域 期待される進路
●官公庁・地方自治体の国際交流事業部門の職員、多国籍企業あるいは一般企業の海外事業担当者等
●出版、文化、マスコミ、翻訳などの従事者
●地方自治体、民間における調査研究部門担当者、外務省専門職員など
●中等教育、高等教育機関における教員

進学先
大阪大学大学院国際公共政策研究科、北海道大学大学院文学研究科、名古屋大学大学院国際開発研究科、名古屋大学大学
院文学研究科、筑波大学大学院人間総合科学研究科、南山大学大学院国際地域文化研究科、南山大学大学院人間文化研究
科、愛知大学大学院中国研究科、京都外国語大学大学院外国語学研究科、ロンドン大学ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス
（LSE）大学院、ロンドン大学キングス・カレッジ

就職先
外務省、名古屋市役所、豊橋市役所、豊川市役所、法務省名古屋入国管理局、国際連合地域開発センター、豊田市国際交
流協会、台湾丸紅、中央図研、十六銀行、シンドラー、スズキ、日本発条、アイシンAW、凸版印刷、ローソン、ユニクロ、郵船航空
サービス、三菱UFJ銀行、長浜信用金庫、DIC、社会福祉法人昭徳会、愛知県高等学校教諭（英語）、愛知県高等学校教諭
（国語）、名古屋市中学校教諭（英語）、新潟県高等学校教諭（英語）、兵庫県高等学校教諭（国語）、愛知工業大学名電高等
学校（英語）、学校法人鈴木学園、上智大学言語教育研究センター（非常勤講師）、南山大学外国語学部（非常勤講師）、金城
学院大学国際情報学部（非常勤講師）、名古屋造形大学造形学部（非常勤講師）、名古屋短期大学（准教授）

想定される進路・人材
●国内、国外における教育機関、研究機関での研究者
●国際的、学際的視野を持った、先導的高度専門職業人

■ 博士後期課程 ■

　21世紀の国際社会は、政治・経済・文化の様々な場面において、グローバル化と地域文化への再評価が同時進行する複雑
な様相が明らかになっています。そうした状況を受け、国際地域文化研究科博士後期課程では、博士前期課程の三つの研究領
域にまたがる有機的な学修で深められた「文化と社会の多元性の認識」や「国民国家を超えた文化的・社会的共生」という視
点を更に推し進め、国際社会の多元化に対応し、地域を超えた文化的・社会的共生のダイナミズムを理論的かつ実証的に解明
するための学際的・領域横断的な国際地域文化研究を目指します。

専門科目（アジア・日本研究領域）
◇アジア・日本文化交流研究
◇アジア・日本歴史関係研究
◇アジア・日本国際関係研究
◇近代日本歴史社会研究
◇近現代日本文学研究

　
◇日本古典文学研究
◇現代日本社会研究
◇現代中国社会研究
◇現代中国文学研究
◇論文作成法Ⅰ・Ⅱ（アジア・日本）

　
◇東南アジア社会研究
◇東南アジア文化研究
◇アジア・日本特殊研究
◇中国語表現研究Ⅰ・Ⅱ

　「アジアの中の日本」という位置づけのもとに、日本・中国・インド
ネシアなどの国々の文化・文学・社会・政治の固有性と多様性を、
西洋文明との衝突、社会構造の変容などの歴史的経緯をもふまえ
て考察します。各地域の固有性を尊重するとともに、地域内および
西洋との交流によって生ずる変化も客観的に検証し、アジアの現状
と未来像とを多角的な視座で捉えます。

●日本語と英語のほか、中国語、インドネシア語などの言語を駆使
して、各地域の文化的・社会的・政治的特質ならびに諸言語に
よって表現された文学の多元的な理解を試みる
●アジア・日本地域相互間の歴史的関係の理解に基づいて、各地域を閉ざされたものと見なすのではなく相互的関係の中で位置
づけることを目指す
●アジア・日本関係の歴史的推移、文化交流、戦後の緊密な経済関係を理解することによって、そこに含まれている実際的な諸問
題に焦点を当て、アジアと日本の今後のあるべき関係を考察する

カリキュラム構成図 国際地域文化の学際的・多元的理解のために

専門科目
◇文化史A（文化交流史研究）
◇文学論A（文学・文化研究）
◇エスニシティ研究A（人種・民族研究）
◇国際関係論A（外交史研究）

◇文化史B（近現代史研究）
◇文学論B（文学研究）
◇エスニシティ研究B（宗教・社会研究）
◇国際関係論B（安全保障論）

◇文化史C（物質文化研究）
◇文学論C（言語・文化研究）
◇エスニシティ研究C（多民族社会研究）
◇国際関係論C（国際経済論）

※各講義概要についてはWebページにてご確認ください。https://porta.nanzan-u.ac.jp/syllabus/

［演習科目］

研究指導

課題演習

学問的課題と
方法論的枠組の探求

［基礎科目］

研究方法と基礎理論
地域研究方法論
 国際文化論
 国際関係論

学問の実践的涵養・
地域社会との連携　
国際交流・協力論

国際地域文化プロジェクト研究

［専門科目］

アメリカ研究領域
スペイン・ラテンアメリカ研究領域
アジア・日本研究領域

各地域文化の解明、地域を超えた
文化的・社会的共生の
理論的・実証的探求

文化と思想

歴史と社会

国際関係

修士論文

アメリカ研究 スペイン・ラテンアメリカ研究

アジア・日本研究

文化史研究
文学論研究

エスニシティ研究
国際関係論研究

国際地域文化プロジェクト研究
官公庁の国際交流事業部門およびNGO・NPOとの連携・協力のもとに国際理解の促進と共生社会の実現に関わる
実践的課題に取り組むことを目的とします。
＜主な協力機関＞
国際協力機構（JICA）・（財）名古屋国際センター・（財）豊田市国際交流協会・名古屋NGOセンター・（学校法人）
ムンド・デ・アレグリア学校（南米系外国人学校）

列をなすオートバイ（ジャカルタの交通事情）
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アジア・日本研究領域 期待される進路
●官公庁・地方自治体の国際交流事業部門の職員、多国籍企業あるいは一般企業の海外事業担当者等
●出版、文化、マスコミ、翻訳などの従事者
●地方自治体、民間における調査研究部門担当者、外務省専門職員など
●中等教育、高等教育機関における教員

進学先
大阪大学大学院国際公共政策研究科、北海道大学大学院文学研究科、名古屋大学大学院国際開発研究科、名古屋大学大学
院文学研究科、筑波大学大学院人間総合科学研究科、南山大学大学院国際地域文化研究科、南山大学大学院人間文化研究
科、愛知大学大学院中国研究科、京都外国語大学大学院外国語学研究科、ロンドン大学ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス
（LSE）大学院、ロンドン大学キングス・カレッジ

就職先
外務省、名古屋市役所、豊橋市役所、豊川市役所、法務省名古屋入国管理局、国際連合地域開発センター、豊田市国際交
流協会、台湾丸紅、中央図研、十六銀行、シンドラー、スズキ、日本発条、アイシンAW、凸版印刷、ローソン、ユニクロ、郵船航空
サービス、三菱UFJ銀行、長浜信用金庫、DIC、社会福祉法人昭徳会、愛知県高等学校教諭（英語）、愛知県高等学校教諭
（国語）、名古屋市中学校教諭（英語）、新潟県高等学校教諭（英語）、兵庫県高等学校教諭（国語）、愛知工業大学名電高等
学校（英語）、学校法人鈴木学園、上智大学言語教育研究センター（非常勤講師）、南山大学外国語学部（非常勤講師）、金城
学院大学国際情報学部（非常勤講師）、名古屋造形大学造形学部（非常勤講師）、名古屋短期大学（准教授）

想定される進路・人材
●国内、国外における教育機関、研究機関での研究者
●国際的、学際的視野を持った、先導的高度専門職業人

■ 博士後期課程 ■

　21世紀の国際社会は、政治・経済・文化の様々な場面において、グローバル化と地域文化への再評価が同時進行する複雑
な様相が明らかになっています。そうした状況を受け、国際地域文化研究科博士後期課程では、博士前期課程の三つの研究領
域にまたがる有機的な学修で深められた「文化と社会の多元性の認識」や「国民国家を超えた文化的・社会的共生」という視
点を更に推し進め、国際社会の多元化に対応し、地域を超えた文化的・社会的共生のダイナミズムを理論的かつ実証的に解明
するための学際的・領域横断的な国際地域文化研究を目指します。

専門科目（アジア・日本研究領域）
◇アジア・日本文化交流研究
◇アジア・日本歴史関係研究
◇アジア・日本国際関係研究
◇近代日本歴史社会研究
◇近現代日本文学研究

　
◇日本古典文学研究
◇現代日本社会研究
◇現代中国社会研究
◇現代中国文学研究
◇論文作成法Ⅰ・Ⅱ（アジア・日本）

　
◇東南アジア社会研究
◇東南アジア文化研究
◇アジア・日本特殊研究
◇中国語表現研究Ⅰ・Ⅱ

　「アジアの中の日本」という位置づけのもとに、日本・中国・インド
ネシアなどの国々の文化・文学・社会・政治の固有性と多様性を、
西洋文明との衝突、社会構造の変容などの歴史的経緯をもふまえ
て考察します。各地域の固有性を尊重するとともに、地域内および
西洋との交流によって生ずる変化も客観的に検証し、アジアの現状
と未来像とを多角的な視座で捉えます。

●日本語と英語のほか、中国語、インドネシア語などの言語を駆使
して、各地域の文化的・社会的・政治的特質ならびに諸言語に
よって表現された文学の多元的な理解を試みる
●アジア・日本地域相互間の歴史的関係の理解に基づいて、各地域を閉ざされたものと見なすのではなく相互的関係の中で位置
づけることを目指す
●アジア・日本関係の歴史的推移、文化交流、戦後の緊密な経済関係を理解することによって、そこに含まれている実際的な諸問
題に焦点を当て、アジアと日本の今後のあるべき関係を考察する

カリキュラム構成図 国際地域文化の学際的・多元的理解のために

専門科目
◇文化史A（文化交流史研究）
◇文学論A（文学・文化研究）
◇エスニシティ研究A（人種・民族研究）
◇国際関係論A（外交史研究）

◇文化史B（近現代史研究）
◇文学論B（文学研究）
◇エスニシティ研究B（宗教・社会研究）
◇国際関係論B（安全保障論）

◇文化史C（物質文化研究）
◇文学論C（言語・文化研究）
◇エスニシティ研究C（多民族社会研究）
◇国際関係論C（国際経済論）

※各講義概要についてはWebページにてご確認ください。https://porta.nanzan-u.ac.jp/syllabus/

［演習科目］

研究指導

課題演習

学問的課題と
方法論的枠組の探求

［基礎科目］

研究方法と基礎理論
地域研究方法論
 国際文化論
 国際関係論

学問の実践的涵養・
地域社会との連携　
国際交流・協力論

国際地域文化プロジェクト研究

［専門科目］

アメリカ研究領域
スペイン・ラテンアメリカ研究領域
アジア・日本研究領域

各地域文化の解明、地域を超えた
文化的・社会的共生の
理論的・実証的探求

文化と思想

歴史と社会

国際関係

修士論文

アメリカ研究 スペイン・ラテンアメリカ研究

アジア・日本研究

文化史研究
文学論研究

エスニシティ研究
国際関係論研究

国際地域文化プロジェクト研究
官公庁の国際交流事業部門およびNGO・NPOとの連携・協力のもとに国際理解の促進と共生社会の実現に関わる
実践的課題に取り組むことを目的とします。
＜主な協力機関＞
国際協力機構（JICA）・（財）名古屋国際センター・（財）豊田市国際交流協会・名古屋NGOセンター・（学校法人）
ムンド・デ・アレグリア学校（南米系外国人学校）

列をなすオートバイ（ジャカルタの交通事情）
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研究者紹介
アメリカ研究領域

＜研究指導教員＞

スペイン・ラテンアメリカ研究領域

＜研究指導教員＞

アジア・日本研究領域

＜研究指導教員＞

＜研究指導補助教員＞
教　授　永田 智成
［専攻分野 ： スペイン政治史、比較政治学］
◆研究テーマ：〔長期研究〕独裁体制から民主主義体制への移行とデモクラシーに関する研究
 〔短期研究〕自治州国家体制と連邦制の逆説論
◆主な著作：（1）『フランコ体制からの民主化―スアレスの政治手法』（単著）木鐸社
（2016年）、（2）『連邦制の逆説―効果的な統治制度か』（共著）ナカニシヤ出版（2016
年）、（3）『新・世界の社会福祉4 南欧』（共著）旬報社（2019年）

教　授　平岩 恵里子
［専攻分野 ： 国際労働力移動］
◆研究テーマ：〔長期研究〕労働力移動が受入れ国・送出し国にもたらす経済的影響の分析
　 〔短期研究〕都市空間の形成と移民
◆主な著作：（1）『国際経済学［第五版］』（共著）創成社（2022年）、（2）『現代国際貿易
の諸問題－環境、対外援助、国際間要素移動と不完全競争－』（共著）、中京大学経済学
部付属経済研究所（2007年）

＜講義担当者＞
准教授　森山 貴仁
［専攻分野 ： アメリカ政治史、メディア研究］
◆研究テーマ：〔長期研究〕保守主義とアメリカ民主主義
 〔短期研究〕マイノリティ保守の形成
◆主な著作：（1）Empire of Direct Mail (University Press of Kansas, 2022)、（2）
"Black Trumpists," Nanzan Review of American Studies 44 (2022)、（3）「サンベルト
の青い郊外」『アメリカ太平洋研究』第21号 (2021年)

教　授　牛田 千鶴
［専攻分野 ： ラテンアメリカ地域研究、教育開発論］
◆研究テーマ：〔長期研究〕移民教育・マイノリティ教育・多文化教育
 〔短期研究〕在米ラテンアメリカ系移民の言語文化と教育
◆主な著作：（1）『ラテンアメリカ現代史Ⅲ－メキシコ・中米・カリブ海地域－』（共著）山川
出版社（2006年）、（2）『ラテンアメリカの教育改革』（編著）行路社（2007年）、（3）『ラ
ティーノのエスニシティとバイリンガル教育』（単著）明石書店（2010年）、（4）『南米につな
がる子どもたちと教育－複数文化を「力」に変えていくために一』（編著）行路社（2014年）、
（5）『ラテンアメリカ 地球規模課題の実践』（共著）新評論（2021年）

教　授　安原 　毅
［専攻分野 ： 国際経済学、開発経済学］
◆研究テーマ：〔長期研究〕ポスト・ケインズ派マクロ経済学、開発経済学
 〔短期研究〕ラテンアメリカ諸国の輸出促進政策、新自由主義革命の批判的検討
◆主な著作：（1）『メキシコ経済の金融不安定性　金融自由化・開放化政策の批判的研
　究』（単著）、新評論（2003）、（2）“Manufacturing sector performance in Mexico,under 
balance of payments-constrained growth”, Problemas del Desarrollo（Instituto 
de Investigaciones Económicas, UNAM）, Mexico, vol.39（2008年）. pp.26-46、
（3）“Reinterpretar la teoría monetaria moderna: generación de liquidez y 
emisión de monda fiat,” Ola Financiera vol.14, pp.155-171　(2021年)

教　授　張　 玉玲
［専攻分野 ： 文化人類学、華僑華人研究］
◆研究テーマ：〔長期研究〕国家、移民とエスニシティの相互関係
 〔短期研究〕福建出身移民の移住・定住原理に関する研究
◆主な著作： （1）『華僑文化の創出とアイデンティティ』（単著）ユニテ（2008年）、（2）『南
京町と神戸華僑』（共著）松籟社（2015年）、（3）『アジア遊学215　東アジア世界の民俗
－変容する社会・生活・文化』（共著）勉誠出版（2017年）

教　授　辻本 裕成
［専攻分野 ： 日本古典文学］
◆研究テーマ：〔長期研究〕物語・日記文学の創造と享受
　 〔短期研究〕鎌倉時代医事説話の研究
◆主な著作：（1）『「腹の虫」の研究―日本の心身観をさぐる』（共著）三弥井書店（2012
年）、（2）『中世〈知〉の再生―『月庵酔醒記』論考と索引―』（共著）三弥井書店（2011年）、
（3）『源氏物語研究集成第12巻 源氏物語と王朝文化』（共著）風間書房（2000年）

教　授　中 　裕史
［専攻分野 ： 中国文学］
◆研究テーマ：〔長期研究〕中国現代文学
 〔短期研究〕四川省の作家等に着目した郷土文学研究
◆主な著作：（1）『現代中国への道案内』（共著）白帝社（2002年）、（2）『アジア市場の文
化と社会』（共著）風響社（2005年）

（      講義担当）

： 博士前期課程
： 博士後期課程

※掲載情報は2024年4月現在のものであり研究指導や講義の担当者は変更になることがあります。

教　授　松田 京子
［専攻分野 ： 日本近現代史、文化交流史］
◆研究テーマ：〔長期研究〕近代日本と東アジア地域との文化交流史研究
 〔短期研究〕植民地統治下の台湾先住民をめぐる文化政策研究
◆主な著作：（1）『帝国の視線－博覧会と異文化表象－』（単著）吉川弘文館（2003年）、
（2）『帝国の思考－日本「帝国」と台湾原住民－』（単著）有志舎（2014年）、（3）「一九三〇
年代の台湾原住民女性をめぐる統治実践－「助産婦」養成事業を中心に－」『南山大学
日本文化学科論集』第19号（2019年）

教　授　江口 伸吾
［専攻分野 ： 現代中国政治、政治社会論］
◆研究テーマ：〔長期研究〕現代中国政治
 〔短期研究〕現代中国のガバナンス研究
◆主な著作：（1）『中国農村における社会変動と統治構造―改革・開放期の市場経済化
を契機として―』（単著）国際書院（2006年）、（2）『日中関係史1972-2012 Ⅰ政治』（共
著）東京大学出版会（2012年）、（3）『現代中国の社会ガバナンス―政治統合の社会的基
盤をめぐって―』（単著）国際書院（2021年）

（      研究指導補助）

教　授　森山 幹弘
［専攻分野 ： 文化研究、インドネシア文化］
◆研究テーマ：〔長期研究〕インドネシア文化史
 〔短期研究〕インドネシアの言語政策
◆主な著作：（1）Sundanese Print Culture and Modernity in 19th-century West 
Java（単著）Singapore University Press（2005年）、（2）“Multilingual Societies and 
Language Policy in Indonesia”, Literacies, Culture and Society towards Industrial 
Revolutions 4.0,（共著）Nova Science Publishers（2021年）、（3）Words in Motion:
　Language and Discourse in Post-New Order Indonesia（共編著）NUS Press（2012
年）

教　授　坂井 博美
［専攻分野 ： 日本近現代史、ジェンダー史］
◆研究テーマ：〔長期研究〕近現代の日本における労働・家族・ジェンダー
 〔短期研究〕家事労働者からみる近現代日本の労働・家庭・ジェンダー・階級
 構造に関する研究、戦後日本における性売買構造の研究
◆主な著作： （1）『「愛の争闘」のジェンダー力学―岩野清と泡鳴の同棲・訴訟・思想―』
（単著）ぺりかん社（2012年）、（2）「女中雇用と近代家族・女性運動―一九三〇年代日本
を対象として」 『歴史評論』第722号（2010年）、（3）「労働基準法制定過程にみる戦後初
期の「家事使用人」観―労働・家庭・ジェンダー―」『ジェンダー研究』 第16号（2014年）

＜講義担当者＞
教　授　吉田　 信
［専攻分野 ： 国際関係論］
◆研究テーマ：〔長期研究〕国際社会における移動の制度化と人の管理
 〔短期研究〕植民地旅券制度の構築と運用
◆主な著作：（1）When East Asia Meets Southeast Asia: Presence and Connectedness 
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行会（2013年）、（2）『村上春樹とスペイン』（単著）国書刊行会（2017年）、（3）『スペイン 
都市の詩学』（単著）国書刊行会（2020年）



〒466-8673 名古屋市昭和区山里町１８

入試課入試運営係
Phone（052）832-3119（直通）　Email ml-grad@nanzan-u.ac.jp

国際地域文化研究科事務室
Phone（052）832-4327（直通）

https://www.nanzan-u.ac.jp/grad/
入試に関する問い合わせ先

履修内容等に関する問い合わせ先

● 地下鉄名城線「八事日赤」駅より徒歩約8分
● 地下鉄鶴舞線「いりなか」駅1番出口より徒歩約15分

アクセスマップ
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①番出口

入学者選抜
入学時期を春と秋から選択することが可能です。
4 月だけでなく9月に入学を希望する方にも対応します。ご自身のスケジュールによって、より柔軟な研究計画を立てることができま
す。専攻や課程により対応する入試種別や入試日程が異なる場合がありますので、詳細については入試要項で確認してください。

【博士前期課程】募集人員　20名
試験（審査） 選 考 方 法 実施時期

（詳細は、Webページ（https://www.nanzan-u.ac.jp/grad/）をご覧いただくか、入試課まで入試要項をご請求ください。）

【博士後期課程】募集人員　3名
試験（審査） 選 考 方 法 実施時期

南山大学大学院
国際地域文化研究科
国際地域文化専攻（博士前期課程・博士後期課程）

2025

2024年4月発行

南山大学大学院博士後期課程奨学支援制度
　博士後期課程に在学する学生を対象に、授業料等を減免し、博士の学位取得を支援することを目的とした「南山大学
大学院博士後期課程奨学支援制度」があります。資格審査その他の詳細は、入試要項をご確認ください。

＜制度の概要＞
支援内容

支援期間

授業料および施設設備費の半額を減免する

1年間　＊ただし、同様の手続きを行うことにより、翌年も引き続き支援を受けることが可能（年度毎に審査有）

社会人入学審査

推薦入学審査

国内在住外国人入学審査

国外在住者入学審査

別科留学生推薦入学審査

書類審査・口述試問

口述試問

書類審査・小論文・口述試問

書類審査

書類審査

同　上

同　上

同　上

年 4回

年 2回

社会人入学審査

国内在住外国人入学審査

国外在住者入学審査

別科留学生推薦入学審査

書類審査・口述試問

書類審査・口述試問

書類審査

書類審査

同　上

同　上

年 4回

年 2回


